
産婦人科後期臨床研修（専門修得コース）プログラム （プログラム責任者：岡本愛光） 

カリキュラム 

（一般目標） 

1. 産婦人科専門医資格を取得する。 

2. 専門修得コース終了後の専門分野を選択できるように、臨床的及び基礎的な基盤を作る。 

3. 各種学会での発表及び論文作成を行い、臨床研究を立案・実施する能力を修得する。 

（行動目標） 

1. 一般目標を達成するための研修内容の概要を別表１に示す。 

2. 2-3 年目は、臨床・基礎研究に応用できる知識・技術の修練を各関連病院・施設でも行う。 

3. 研修会・症例検討会・抄読会・研究班勉強会・他科との合同勉強会へ参加する。 

4. 各種学会へ参加し研修する。 

（別表１：専門修得コースカリキュラム概要） 

1. 基本項目（初期研修の反復） 

基本的診察法・検査法・治療法・手技、緊急患者のプライマリーケア、終末期医療、患者・家族との関

係、医療の社会的側面、医療メンバー、文書記録、治療計画、など 

2. 産科婦人科共通項目（初期研修の反復） 

問診、産婦人科診察法・検査法・手技、など 

3. 婦人科 

良性腫瘍、悪性腫瘍、婦人科内分泌、不妊症、不育症、性器の位置異常・損傷、など 

4. 産科・周産期 

産科・周産期検査法、妊娠、分娩、産褥、新生児、薬物療法、麻酔手術、など 

5. 感染症 

性器の感染症、産科感染症、など 

6. 産婦人科心身症 

7. 母性衛生と法規 

プログラム 

 １年目は、全般的な基本的知識・技術を修練するために附属４病院において研修する。２-３年目は実地

臨床を修練するために、附属４病院あるいは教室関連病院・施設において研修する。原則として各病院での

研修期間は１年間とする。研修施設は、地域・勤務体制・給料などで格差が生じないようローテイトする。

また、1-3 年のいずれの期間においても大学院進学が可能である。 

専門修得コース 研修施設（主任指導者） 

1. 大学附属病院 

本院（岡本），葛飾（落合），第三（礒西），柏（佐々木） 

2. 教室関連病院 

国立成育医療センター（北川・左合），町田市民病院（長尾），神奈川県立汐見台病院（中田）， 

茅ヶ崎市立病院（高山），深谷赤十字病院（高橋），立正佼成会附属佼成病院 （木村）， 

太田総合病院（漆原），佐々木研究所付属杏雲堂病院（坂本），谷津保健病院（横山）， 

こころとからだの元気プラザ（大村），横浜市立みなと赤十字病院（多田） 

取得可能な専門医 

日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医 

日本産科婦人科内視鏡学会・日本内視鏡外科学会認定内視鏡技術認定医 

日本人類遺伝学会・日本遺伝カウンセリング学会認定臨床遺伝専門医 

日本生殖医学会認定生殖医療指導医 

日本周産期・新生児学会認定周産期（母体・胎児）専門医 

日本婦人科腫瘍学会認定婦人科腫瘍専門医 

日本臨床細胞学会認定細胞診専門医 

日本超音波医学会認定超音波専門医 

 

近年の入局者数推移 

平成 21 年度： 男性 7名 女性 5名 

平成 22 年度： 男性 5名 女性 11 名 

平成 23 年度： 男性 4名 女性 5名 

平成 24 年度： 男性 3名 女性 4名 



学外への留学について 

【臨床】  

国立がん研究センター中央病院, 国立成育医療研究センター病院  

【基礎研究・国内】  

国立がん研究センター研究所 , 東京大学分子細胞学研究所  

【基礎研究・海外】  

National Cancer Institute, National Institute of Health; University of California, San Diego 

University of California, San Francisco; Medical University of Graz  

【海外大学院】  

Emory University School of Public Health, Atlanta 

お問い合わせ 

医局長 上田 和 

東京慈恵会医科大学 産婦人科 

105-8461 

東京都港区西新橋 3-25-8 

TEL: 03-3433-1111 (3521) 

FAX: 03-3433-1219   

E-Mail: kazu@jikei.ac.jp 

http://www.jikei-obgyn.jp/preview/original3.html

